
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

¾

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

省

令

別
表
宇
都
宮
の
項
中
「
烏
山

一

」
を
削

第
三
条

公
証
人
定
員
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令

第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

る
。
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〇
法
務
省
令
第
二
十
四
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
、
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第

百
二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年

法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
公
証
人
法
（
明
治
四
十

一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
条
第
二
項
並
び
に
人
権
擁

護
委
員
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
十

六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局

及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
宇
都
宮
地
方
法
務
局
の
部
同
地
方
法
務
局
の
款

同
地
方
法
務
局
の
項
中
「
さ
く
ら
市
」
を
「
さ
く
ら
市

那
須
烏
山

市
」
に
改
め
、
同
部
大
田
原
支
局
の
款
同
支
局
の
項
中

「
那
須
郡
の
内

那
須
町

」
を
「
那
須
郡
」
に
改
め
、
同
部
烏
山

支
局
の
款
を
削
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
条

東
京
法
務
局
府
中
支
局
管
内
東
京
都
国
分
寺

市
及
び
国
立
市
に
属
す
る
地
域
内
の
登
記
事
務
は
、

東
京
法
務
局
立
川
出
張
所
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
六
条
中
「
、
烏
山
支
局
」
を
削
る
。

〔
省

令
〕

〇
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出

張
所
設
置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
法
務
二
四
）

J

〇
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
農
林
水
産
四
〇
）

K

〔
告

示
〕

〇
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証

を
し
た
件
（
法
務
二
七
七
）

K

〇
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
二
七
八
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
二
七
九
）

〇
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

チ
ュ
ニ
ジ
ア
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡

の
交
換
に
関
す
る
件
（
外
務
二
一
五
）

L

〇
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ

協
定
へ
の
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
加
入
の
た
め

の
議
定
書
の
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
よ
る
受
諾

に
関
す
る
件
（
同
二
一
六
）

M

〇
核
に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
の
防
止
に

関
す
る
国
際
条
約
の
ペ
ル
ー
共
和
国
等
に

よ
る
批
准
等
に
関
す
る
件
（
同
二
一
七
）

〇
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
第
十
七

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
危
機
対
応

業
務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在

地
を
変
更
す
る
件

（
財
務
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
七
）

N

〇
労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に
よ
り
登
録
性

能
検
査
機
関
及
び
登
録
個
別
検
定
機
関
の

代
表
者
の
氏
名
等
を
変
更
し
た
件

（
厚
生
労
働
二
六
七
）

〇
労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に
よ
り
登
録
個

別
検
定
機
関
の
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た

件
（
同
二
六
八
）

O

〇
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
二
六
九
）

〇
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加

物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
同
二
七
〇
）

〇
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す

る
省
令
別
表
第
二
大
中
型
ま
き
網
漁
業
の

項
第
九
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
た
期

間
を
定
め
る
件
（
農
林
水
産
八
五
八
）

〇
粗
糖
の
平
均
輸
入
価
格
等
を
定
め
た
件

（
同
八
五
九
）

〇
運
輸
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ
た
件

（
国
土
交
通
七
〇
八
）

〇
平
成
九
年
十
二
月
環
境
庁
告
示
第
八
十
七

号
（
環
境
影
響
評
価
法
第
四
条
第
九
項
の

規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
及
び
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
べ
き
基
準
並
び
に
同
法
第
十

一
条
第
三
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
主
務
大
臣
が
定
め
る
べ
き
指
針

に
関
す
る
基
本
的
事
項
）
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
環
境
八
三
）

P

〇
平
成
九
年
十
二
月
環
境
庁
告
示
第
八
十
八

号
（
環
境
影
響
評
価
法
第
四
十
八
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
一
条
第

三
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
べ
き
指
針
に

関
す
る
基
本
的
事
項
）
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
八
四
）

〔
国
会
事
項
〕

P

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

財
務
省

最
高
裁
判
所

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

平
成
二
十
六
年
度
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務

試
験
公
告
（
工
業
所
有
権
審
議
会
）

J
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁被

害
回
復
給
付
金
裁
定
表
記
載
、
建
設
業

の
許
可
の
取
消
処
分
関
係

J
J

裁
判
所

失
踪
、
除
権
決
定
、
破
産
、
免
責
、
特
別

清
算
、
再
生
関
係

J
K

特
殊
法
人
等

厚
生
年
金
基
金
解
散
・
清
算
人
就
任
関
係

K
M

会
社
そ
の
他

K
O

会
社
決
算
公
告

L
I

˜
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